
 

 

 

 

 

 

 

１２月１４日（木）に、今度は、鳥羽小学校の４年生が地域の方

と対話をおこないました。４年生は１学期から、地域探検を繰り返

し、気付きや新たな発見を新聞にまとめる活動を積み重ねてきまし

た。活動の中で、子どもたちは自分が伝えたい鳥羽地域の魅力を考

え、一人ひとりが自分のテーマを見つけたようです。個々の子ども

が「個人テーマ」を持つことで、自ら地域との関りを深めていける

ように活動をデザインされたのだと思います。今回のプレゼンは、

一つのプロジェクトチームが校長先生に、自分たちが考えているイ

ベントを提案したことがきっかけです。校長先生に提案した時、校

長先生と子どもたちで鳥羽の魅力の対話がおこなわれたそうです。

対話の中で校長先生より、１２月の学校運営協議会で自分たちのプ

ロジェクトを提案し、意見を聞いてみたらと提案があったようで

す。４年生は校長先生の提案を受け、今回の対話になったようで

す。４年生は今回の目的をグループごとに進行中のプロジェクト

（例：地域紹介動画、地域紹介マップ）について地域の方から意見

を聞き、改善に生かすと設定したようです。 

本プロジェクト学習は４年生担任団が４年生の背景にある危機感

を持ったことから、チャレンジが始まったようです。 

本学年はコロナ禍で一斉臨時休校措置がおこなわれた年に入学し

た学年です。この３年間、コロナ禍の影響で制限された学校生活を

過ごしてきました。「◯◯ができなくなった」といった目に見える

影響だけではなく、学校教育で大切にしたい「対話の場」や「創造

の場」に大きく影響していると危機感を持たれたようです。  

具体的には、次のような２点をあげています。 

①低学年で学習しておきたい地域学習が十分ではなく、自分の住

んでいる地区はよく知っているが、地区が変わればどのような地区

なのかよく知らない。 

②小グループでの対話の経験が少ないため、自分の思いや考えを

伝えたり、友達と折り合いをつけたりしながら課題を見出し解決し

ていくことに慣れていない。 
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そこで、４年生の先生方は、対話を大切にし、考えを

共有しながら、新しい発想や、新しい価値の創造を通し

て、学ぶ楽しさを気づかせようと、プロジェクト学習を

取り入れられました。 

子どもたちは、工夫を凝らしながた作成中の鳥羽

のまちのよさを伝える動画・新聞を紹介していまし

た。そして地域の方との対話で、地域の方から新た

な情報や、表現の仕方のアドバイスをいただきまし

た。子どもたちは、改善点へのより突っ込んだ質問

を地域の方に投げかけていました。対話が進むにつ

れ、地域の方と子どもたちとの距離がどんどん近づ

くのが面白かったです。 

最後に参加された地域の方より鳥羽の魅力につい

て話していただきました。古い伝統と新しさが共存

しているといったお話。お父さん・自分・子ども・

孫とずっとこの地域に住んでいるので魅力と言われ

てもすべてが当たり前に感じてしまうというお話。

子どもの頃お世話になった人とつながっていけるお

話。世代によって、立場によって違う視点から鳥羽

の魅力を語っていただけました。地域のみなさんと

一緒に創っていく学びの大切さを改めて感じまし

た。地域の生の声を聞き、自分たちが住むまちを考

えるからふるさとを大切にする気持ちが培われてい

くのだと思います。 

この４年生の活動をみながら、この子たちが６年

生になったら、未来の自分たちの地域づくりに向け

てどんな提案をおこなうのだろうと考えてしまいました。この１週間前に６年生が地域の

方に向け “自分たちが描く未来”を提案しました。鳥羽小学校としては初めての試みで

す。その提案を見た後だけに、６年生を小学校の学びのゴールとしたとき、この４年生の

活動が６年間の学びの中でどういった位置にあるかを考えてみることが必要なんだろうな

と考えます。４年生だけでなく、各学年がその学年での活動が６年間の学びの中でどうい

った位置にあるかを考えることで、６年間を俯瞰的に見る視点が学校全体で共有されるの

ではと考えます。学年の中での教科横断的なカリキュラム・デザインと６年間の学びのあ

らすじとして見える化する縦断的カリキュラム・マップができてくると面白いなと勝手に

考えてしまいます。鳥羽小学校のこの２つの学年の取組をみて、子どもたちが社会とつな

がりながら学ぶことで、子どもたちの意識が社会に開かれていくと感じました。 

 

鳥羽小より本プロジェクト「子どもの思いから始まるプロジェクト学習～子どもと地域をつな

ぐ～」をまとめたレポートが届きましたので紹介させていただきます。 

                                   （文責：北本） 

 



（参考資料）    子どもの思いから始まるプロジェクト学習 

～子どもと地域をつなぐ～ 

１．はじめに 

（１）子どもの実態について 

 令和５年５月８日新型コロナウイルスの位置づけ

が５類へと引き下げとなった。これを受けて、文部

科学省でも「５類感染症への移行後の学校における

新型コロナウイルス感染症対策について」という通

知を出し、感染症対策についての見直しを呼びかけ

た。コロナ禍の３年間は制限された中での学びの構

築が余儀なくされた。 

 本校の児童にとっても例外ではない。学校休校措

置に始まり、例年行われてきた運動会や音楽会の縮

小や給食中の黙食など、制限された中での生活を送

ってきたわけである。活動の制限は「～がなくなっ

た」「できなくなった」という、目に見える事だけ

に影響しているわけではない。学校教育でこそ大切

にしたいと考える、「対話の場」や「創造する場」

へも大きく影響を及ぼしている。 

 そのような実態の基、本学校の４年児には以下の

ような点に課題を感じていた。 

 

・低学年で学習しておきたい地域学習が十分では

なく、自分の住んでいる地区の範囲については

よく知っているが、地区が変わればどのような

お店や公園があるかをよく知らない点。 

 ・小グループでの対話を基にした学習があまり経

験できていないため、自分の思いや考えを伝え

たり、友達と折り合いをつけたりしながら自分

たちで課題を見出し解決していくことに慣れて

いない点。 

 

そこで、総合的な学習の時間においてプロジェク

ト学習を取り入れることにした。それは、自分たち

で対話し、考えを共有しながら、新しい発想をした

り、新しい価値を創造したりすることを通して、学

ぶことの楽しさに気づかせてあげたいという願いか

らである。 

 

 

（２）プロジェクト学習について 

 本実践で用いたプロジェクト学習は、鈴木

（2012）が提案する理論を援用してデザインしてい

る。鈴木はプロジェクト学習の価値について「活動

のプロセスで情報を素早く集められる、その分析が

できる、プレゼンテーションがうまくなる、という

スキルの習得も果たすが、それが本来の狙いではあ

りません。自分の人生を生きていくために、現実と

しっかり向き合う姿勢をもつこと、未来はこうあっ

てほしいというビジョンを描きながら前向きに考え

ることができる、そういった精神が身につくことこ

そが、プロジェクト学習が果たせる価値なのです。

（筆者要約）」という。何かができるようになって

いくことは学校教育における大切な学びである。し

かし、鈴木が言うように、自分たちの未来について

前向きに考えていけることも、コロナ禍を過ごした

子どもたちにとって大切な学びであると考えた。 

鈴木のプロジェクト学習には３つの特徴がある。１

つ目は、学習者が学習の目的と目標を自覚している

ということである。２つ目は、プロジェクト学習の

基本フェーズがあるということである。３つ目は、

学習のプロセスの中で獲得した情報を知識に変え

て、価値ある「知の成果物」を作り出すということ

である。以下に鈴木（2012）を参考に要約して示

す。 

① 学習者が目的と目標を自覚しているということ 

 プロジェクト学習では、学習者自身が「ビジョン

（目的）」と「ゴール（目標）」を明確にしてスタ

ートする。そうすることで、何のために何をやり遂

げたいのかが常にはっきりしているので、学習者自

身が見通しを立てやすく学びを振り返りやすくな

る。 

② 基本フェーズがあるとい

うこと 

 プロジェクト学習では、一

つ一つの「基本のフェーズ」

に基づいて学習が進められる

（図１）。 （図１）基本フェーズの流れ 



それは〔準備〕→〔ビジョン・ゴール〕→〔計画〕

→〔情報・解決策〕→〔制作〕→〔プレゼンテーシ

ョン〕→〔再構築〕→〔成長確認〕という８つのフ

ェーズである。 

① 「知の成果物」を作り出すということ 

 プロジェクト学習では、プレゼンテーションで終

えずに知の「成果」を形あるものとして創り出す。

それは例えば課題を解決するための「提案書」や

「ガイドブック」のように、他者に役立つものであ

り、そのことが、学習者の意欲を高めていくのであ

る。 

２．学習計画 

 本学習では、「子どもの思い」を大切に学習過程

をデザインした。それは、「～を知りたい」「～行

ってみたい」といった思いが、「どうして？」「い

つから？」と課題発見につながると考えたからであ

る。そして、その課題を解決する中で、「もっと深

く知りたい」「知ったことを伝えていきたい」と、

さらなる思いへとつながっていくと考えたからであ

る。 

 学習過程は鈴木の提案する「プロジェクト学習の

基本フェーズ」を基にデザインした。以下で、フェ

ーズごとに内容を記述する。 

（１）準備のフェーズ 

 準備のフェーズでは、知っていることを発散する

ことと、知らないことを確かめることに重点を置

く。まず、知っていることを発散する段階では、生

活経験や町めぐりを通して得た「知識」を書き出し

交流しあう場面を設定する。そうすることで、新し

い「知らないこと」が生まれると考えるからであ

る。次に、知らないことを確かめる段階では、実際

に町めぐりを設定したり、家庭でのインタビューを

実施したりするように設定する。そうすることで、

子どもの中から「もっと知りたい」が自然と湧き上

がってくることを企図したわけである。 

（２）ビジョン・ゴールのフェーズ 

 ビジョン・ゴールのフェーズでは、準備のフェー

ズで学んだことをまとめ、全体で交流する場を設定

する。交流する中で、「伝えたい」「知ってほし

い」という、子どもの思いや願いが醸成されていく

ことを企図している。このフェーズでの対話を通し 

て、「何のために何をやり遂げるのか」を、子ども

とともに形成していきたい。 

（３）計画のフェーズ 

 計画のフェーズでは、設定したビジョン・ゴール

に対して、個人の課題を設定していく。一人一人が

抱いた課題の対象をもとにチームを形成し、具体的

なゴールのイメージやこれからの見通しを立てられ

るようにしていきたい。 

（４）情報・解決策のフェーズ 

 情報・解決策のフェーズでは、チームごとに課題

を整理し、解決方法を検討する場を設定していく。

その中で、「電話でインタビューしたい」「実際に

足を運んで確かめたい」と、チームごとに様々な方

法が出てくるだろう。そういった思いにも対応して

いけるように、家庭や地域への協力を依頼したり、

周辺施設や商店へとも連携をとったりして子どもの

思いを支えていきたい。 

（５）制作のフェーズ 

 制作のフェーズでは、学んできたことを整理し、

相手にわかりやすいようにまとめていく場を設定す

る。ここでの相手として、「学校運営協議会」と連

携し、「鳥羽地域の魅力について語ろう会（仮）」

という、地域の方と対話できる場を設定していきた

い。実の場があることで、子どもの「うまく表現し

ていきたい」「しっかり伝わるといいな」という、

思いや願いを醸成していくことを企図しているので

ある。 

（６）プレゼンテーションのフェーズ 

 プレゼンテーションのフェーズでは、制作したも

のを実際に表現し、意見を交流する場を設定する。

その中で、チームだけでは気づけなかった鳥羽の魅

力を発見し、改めて自分たちの住む地域の良さを実

感していけるのではないかと考えている。 

（７）再構築のフェーズ 

 再構築のフェーズでは、各フェーズでの学びを俯

瞰し、言語化していく中で、本当に伝えてきたいこ

とを明確にしていける場を設定していく。特に、プ

レゼンテーションで得た意見や感想を基に、ゴール

である「パンフレットづくり」に取り掛かっていけ

るようにしたい。 

 



（８）成長確認のフェーズ 

 成長確認のフェーズでは、学習を通して記述して

きたワークやロイロノートに記録した写真、メモ等

を見返し、学習前と今との違いに気づいていけるよ

うな場を設定していきたい。そうする中で、次年度

への期待や思いも高めていけるように、全体での交

流や個人の記述に時間をかけていく。また、お世話

になった方々へも目を向け、感謝だけでなく、自分

たちの成長を伝えていけるように場づくりを行って

いきたい。 

３．学習の様子 

 本学習は、クラスを超えて学年で対話し活動する

ことを大切に取り組んできた。課題形成や課題解

決、まとめを共有する様子など、フェーズごとの子

どもの学びの姿を記述していく。 

（１）準備のフェーズ 

準備のフェーズはこの学びにおいて子どもの思い

を醸成する大切な時間であると考えたため、丁寧に

対話を重ねながら学習を進めてきた。 

学年総合開きとして家庭科室で学年総合を行っ

た。そこでは、過去の生活科、総合的な学習の時間

を振り返りつつ、「総合する」といったことばの認

識について意味づけしながら対話した。その中で、

「ああ、総合って色々な学習が合わさるということ

だったのか。」「総合の学習が楽しみになってき

た。」と、これから始まる総合学習に興味と期待を

寄せる姿が見られた。 

 また、３年時の学びを振り返る中で「コロナ禍で

町探検があまりできていなかった。」「もう一度自

分たちの住んでいる地域を探検したい。」といった

思いが表出された。そこで、「一度町に出かけてみ

ますか？」と、促す中で、題材を「鳥羽地域」に設

定していく運びとなった。 

 町めぐりへは

自分の住んでい

る地域とは違う

場所を選択する

ように促す中

で、普段は足を

運ばない地区へ

と町巡りに繰り 

出した。歩き回る中で「こんなお店があったん

だ。」「この公園には来たことがないな。」と、新

しい発見がたくさんあったことがうかがえた。 

１回目の町巡りで見たり聞いたりしたことをチーム

ごとに新聞に記述する時間を設けた。それは、子ど

もたちから「ほかの地区のことについても知りた

い。」という声が聞こえてきたからである。新聞を

記述する中で、「このお店はいつから営業している

のかな？」 

「一番人気のある公園はどこだろう？」「どうし

てあのお寺には豊臣家の家紋があったのだろう

か？」と、たくさんわからないことを記述する様子

が見られた。この新聞は、クラスで共有するだけで

はなく、学年でも付箋を貼りあうことで共有した

（図２）。 

町めぐりの新聞を共有する中で、「もう一度行っ

て調べたいことが出てきた。」「次は直接インタビ

ューをして詳しく知りたい。」という子どもの思い

が表出されてきた。そこで、第２回目の町めぐりを

企画することに至った。 

第２回目の町めぐりでは、１回目の共有を経て、

一人一人が興味をもった場所を対象としてチーム作

りを行った。また、直接インタビューするチームも

あったため、事前にインタビューの学習を行った。

子どもが関心をもった場所が１０数か所あったた

め、５人の大人

で手分けしてル

ートを決定し

た。町めぐりの

中で「このお店

はいつから営業

しているのです

か？」「どの商

品がおすすめですか？」「なぜこの場所にお寺があ

るのですか？」と、様々な質問をする様子が見られ

た（図３）。 

２回目の町めぐりは、個人で新聞を記述して学び

をまとめることとした。新聞を記述する中で、「あ

のお寺は豊臣家とは直接つながりはなかったことが

分かった。でも、豊臣家とつながりのある家紋であ

るということが分かった。もっと深く調べてみたい 



と思った。」「アンジェというお店の名前はもとも

とはフランス語のアンジュからきているらしい。た

だ、アンジュだと同じ名前が多いと考え、少し読み

方を変えてアンジェにしたらしい。」と、１回目の

町めぐりでは気づけなかったことを知る様子が多く

みられた。 

２回目の町めぐりの新聞はロイロノートで撮影し

一人一人で読みあう時間を設定した。それは、じっ

くりと読みあうことで、全員が地域のことを詳しく

知ってほしいという思いがあったからである。共有

する中で、「今まで知らないことがたくさんあっ

た。」「鳥羽の地域ってこんなに素敵だということ

が改めてよくわかった。」と、地域の良さを実感す

る様子が見られた。 

（２）ビジョン・ゴールのフェーズ 

 ビジョン・ゴールのフェーズでは、町めぐりや新

聞の共有を通して得た知識をもとに、それらをどの

ように活用していきたいのかを問うことを大切に学

習を始めた（図４）。 

 

町めぐりの新聞を共有して分かったことや考えた

ことを全体で共有した。「今まで知らなかったおす

すめの場所が知れてうれしかった。家族のみんなに

も教えてあげたい。」「鳥羽地域がこれほど住みや

すい場所だということが知れてうれしい。鳥羽に住

んでいることを自慢したいと思った。」「自分が住

んでいる町のことについて知らないことがたくさん

あって驚いた。これからもっとよく知っていきた

い。」といった思いが表出されていた。 

 ある程度対話した後、「みんなはいろいろ鳥羽地

域のことについて知ったと思うけれど、それでどう 

するの？知って終わりなのかな？」と、今後の見通

しを立てられるように問いかけを行った。すると、

「ほかの人にも伝えたい。」「鳥羽はこんなところ

だよって伝えたい。」といった思いが表出された。

もう少し詳しく対話していく中で、「鳥羽のいいと

ころやおすすめを伝えていきたい。」という言葉を

全体で価値づけた。すると、「おすすめというより

は魅力のほうがいいと思う。」や「鳥羽の宝物とい

う言葉でもいいんじゃないかな。」と、伝えたい思

いがいくつも表出されてきた。 

 そこで、「では、みんなは学習を通して知った鳥

羽地域の良さをほかの人に伝えていきたいのか

な？」と確認し、それをこの学習のテーマとして位

置づけることとなった。 

 「鳥羽地域の魅力を伝えよう！」 

こうして、学年総合のビジョンを形成したわけで

ある。また、「どういう形で伝えていくのかな？」

と問うと、「ガイドブックのようなものを作成した

らいいんじゃないかな？」「新聞やチラシはどうか

な？」「パンフレットにまとめるのもいいかもしれ

ない。」という案が様々に出された。この場ではゴ

ールを決定することはやめ、もう少し学習が進んで

きた中でそれぞれのチームに適した表現方法をもう

一度検討する場を設定することとした。 

（２.５）2年生鳥羽大好きプロジェクト 

 夏休みが明け、いよいよ課題ごとにチームを形成

する段階に入ろうとしたとき、２年生の先生が４年

生の教室を訪れた。というのも、２年生も２学期に

町巡りを計画していたのである。そこで、２年生の

先生が「２年生の子どもたちが９月に町巡りに行く

のですが、少し鳥羽の地域について子どもたちに教

えてもらえませんか？」と、投げかけてくれたわけ

である。その言葉を聞いた子どもたちからは、「も

ちろん！」「やるやる！」と、前向きな声が聞こえ

てきた。そこで、まずは２年生へ伝えることから取

り組むことに至り、「２年生鳥羽大好きプロジェク

ト」が発足した。 

 このプロジェクトは、短期であったため、クラス

ごとに取り組んだ。それぞれ紹介の仕方を工夫し、

伝え方を考える姿が見られた。ある児童は、直接２

年生の担任の所へ行き、「２年生の興味に合わせて 



紹介の仕方を考えたいのですが、今２年生がはまっ

ているものとかありますか？」と、質問をしに行く

様子も見られた。 

このプロジェクトを終え、ふり返る中で以下のよ

うな学びが形成された（図５）。 

 
・時間を調整することが大切。 

 ・相手がわかりやすいように伝える工夫は難しい 

 ・事前の準備が大切。 等 

対話をする中で、「２年生が楽しんでくれたからや

ってよかった。」「２年生だけではなく、やった４

年生にも学びがあった。」と、充実感をもってやり

終えた様子がうかがえた。 

（３）計画のフェーズ 

「２年生鳥羽大好きプロジェクト」をやり切り、

改めて、「鳥羽の魅力を伝えよう」という、テーマ

に立ち返った。すると、ある子どもが「今度はもっ

と多くの人に伝えたいな。」とつぶやき、「わか

る。２年生だけではもったいない。鳥羽にはいろい

ろなお店や公園があることをもっと知ってほし

い。」という声が広がってきた。そこで、「２年生

の次は誰かな？」と、対象について考えられるよう

に発問した。すると、「１～６年生」「中学生」

「高校生」「鳥羽に住んでいる人」「明石市の全

員」と、対象が広がってきた。一方、「でも、明石

市全員は現実的ではないよね。」「２年生だけでも

大変だったから、広すぎると手に負えないと思

う。」と、経験をもとに対象を絞り始めた。最終的

に、「まずは、鳥羽小学校の全校生に知ってもらい

たい。そうすると、家族にも広がって、もしかする

と明石市全体にも広がっていくかもしれない。」

と、対象を全校生に限定し、「全校生鳥羽大好きプ

ロジェクト」が発足した。 

この話し合いを通して、「やりたい」「もっとで

きると思う。」という、子どもならではの考え方に

対して、自分たちで折り合いをつけ、できる範囲を 

絞る様子が見られた。これは、２年生へ伝えた経験

と、本気で成功させたいという思いがあったからこ

そ絞るに至ったと考える。こういった本気で対話す

るに値する実の場を作ることが、この学習における

教師の大切な役目であると改めて感じた場面であっ

た。 

プロジェクトが発足した後、「どのような方法で

全校生に知らせたいのかな？」と発問した。する

と、「放送」「スタンプラリー」「イベント」「ポ

スター」「動画」「新聞」「パンフレット」という

意見が出た（図６）。それら１つ１つのイメージを

共有した後、７つのチームを結成した。 

（４）情報・解決策のフェーズ 

 「全校生鳥羽大好きプロジェクト」では、７つの

チームに分かれて学習を行うこととした。それは、

それぞれにもつ課題や活動に差異が生じると考えた

からである。そこで、以下からは、筆者の担当した

「イベントチーム」を軸に学習の様子を記述してい

く。 

「イベントチーム」ではまず、「イベントチームで

何をしたいのか」について、自由にブレストをする

時間を設けた（図７）。ブレストでは「景品を作っ

てクイズ大会を開きたい。」「おもちゃを持ち寄っ

てバザーを開くのはどうかな？」「トバピー（鳥羽

地域のマスコットキャラクター）のグッズを作って

売ってみたい。」「祭りを開いて屋台を出した 

（図６）鳥羽大好きプロジェクトの方法を発散した板書 



い。」「鳥羽カルタを作ってみんなで遊びたい。」

と、様々な意見が表出された。その中である子ども

が「でもさ、バザーでおもちゃを売っても鳥羽の魅

力は伝わらないよね。」と、目的に立ち返る発言を

した。そのあと、「お金がかかると難しいかもしれ

ないな。」「グッズはどうやって制作するの？」

と、現実的にできそうなイベントを絞り始めた。結

果的に、「鳥羽の祭りを開きたい」「鳥羽カルタを

制作したい」という２つの意見に絞られた。 

 意見が絞られた後、担任が「申し訳ないんだけ

ど、僕には学校全体を巻き込むようなイベントを企

画していいか判断できない。」と、発言した。する

と、ある児童が「じゃあ、校長先生とかに相談した

ほうがいいんじゃないかな？」と発言し、多くの子

どもが賛成する様子が見られた。そこで、イベント

チームから校長先生へ２つのイベントについて提案

することとした。 

 提案するにあたって、事前に校長先生へ提案した

いという思いを相談しに伺った（図８）。子どもた

ちは、慣れない校長

室に緊張した様子で

あった。そこでは、

２週間後に会議室で

会議の場を設定して

いただくことを約束

していただいた。校

長室を後にして早速

残りのメンバーに報告する顔からは安堵の様子が伝

わってきた。校長先生との会議が決まった後は、す

ぐに提案文書の制作に取り掛かった。しかし、教科

の学習ではまだ提案文を作成したことがなく、見本

をもとに「提案文書」について理解するところから

活動を始めた。資料としては、国語科の５年生・６

年生の教科書から抜粋し提示した。また、書き方に

ついては、「提案したいと思ったきっかけ」「主な

提案内容」「まとめ」と、３つの構成をあらかじめ

提示した。いくつかの提案文を読みあいイメージを

膨らませた後に、「きっかけ」「提案内容」「まと

め」の３グループに分かれて記述を行った。 

記述をする際には、ロイロノートのシンキング

ツールを活用し、全員でかかわって書いていけ 

るように工夫した（図９）。 

提案文を作成する様子は、まさに「没頭」そのも

のであった。「何から書けばいいかな？」「どんな

順番で書こう？」「どこを詳しく書くといいのか

な？」と、様々な問いを出し合って対話が進められ

た。あるグループは黒板を広く使い、何度も書き直

しながら記述していく様子が見られた。学習の中だ

けでなく、朝の休み時間や給食の待ち時間にまで記

述を続ける様子が見られた。 

提案文書を作成した後は、模擬提案を行い、会議

当日を迎えることとなった。会議に向けて子どもた

ちが作成した提案文書は「資料 1」として添付する

こととする。 

 提案会議では、作成した提案文を基に校長先生と

対話する形をとった（図 10）。それは、校長先生

の意見から、さらにできることを考えていきたいと

いう子どもの願いがあったためである。 

自分たちが用意した提案を発言し終わった後、校長

先生からいくつか質問があった。その一つが、「と

ころでみんなが考える鳥羽の魅力とは何でしょう

か？」というものであった。この発言に対して、数

名の子どもが答える様子が見られた。 

 

「私は鳥羽小学校にしかないキャラクターのト

バピーがいることです。どうしてかという

と、ほかの小学校にはキャラクターがいない

ところもあったりするからです。」 

 

（図８）校長先生へアポを取る様子



 

「たくさんの子どもたちがいるところです。た

くさんの子どもたちがいると、子どもは笑顔

があるので、笑顔の町になるのでいいなと思

いました。」 

「鳥羽地域に登録有形文化財があることが、鳥

羽の魅力だと思います。」 

「優しい人がいることです。理由は、前にけが

をしたときにばんそうこうをもってなくて、

見知らぬ人がばんそうこうをもっていて、渡

してくれたので、それが鳥羽地域の魅力で優

しい人が多いと思いました。」 

 

 どの子どもも、学んできたことや経験したことか

ら自分の言葉で鳥羽の魅力について語る様子が見ら

れた。 

一通り対話を終えた後、今度は校長先生からイベ

ントチームへ提案される場面があった。それは、12

月の学校運営協議会にぜひ参加して地域の方々と一

緒に鳥羽の魅力について語り、また直接提案を聞い

ていただいてはどうかという内容であった。これを

聞いたこともたちは、意味がよく伝わっていない様

子であったので、担任が改めて補足説明をした。意

味を理解した子どもたちからは、「できるのだった

ら開催してみたい。」「お祭りとは少し違うけど、

イベントには変わりないので開いてみたい。」と前

向きに参加へ向かう様子が見られた。その会の名前

を「地域の方々と鳥羽っ子で魅力をつなぐ会」と名

付け、開催することとなった。 

（５）制作のフェーズ 

 「地域の方々と鳥羽っ子で魅力をつなぐ会」が決

まった後、「スタンプラリー」や「動画」など、ほ 

かのチームへコラボの依頼をしに伺った。はじめ

は、様子がわからず参加を渋っている様子があった

が、最終的にほとんどのチームが参加するに至っ

た。 

 この時、全員に参加を強制することはあえて避け

ようと担任同士で対話した。それは、「参加する」

「参加しない」という判断を子どもがするという過

程も大切にしたいという思いがあったからである。

それぞれのチームごとに見通しをもって取り組んで

いる中で、大人の希望を優先して参加を促すより

も、一人一人の判断で参加の有無を決めることにこ

そ価値があると判断したわけである。 

 参加を決めたチームはさっそく自分たちの学習や

活動をまとめる作業に取り掛かった。どのチームも

共通して「自分たちの取り組みの目的」「現状」

「今後の予定」を地域の人に聞いてもらうことを目

安に準備を行った。 

イベントチームでは、「何を地域の方に聞いても

らいたいか？」を話題に、対話が始まった。その中

で、「校長先生へした提案の内容を聞いていただ

き、意見をもらいたい。」「鳥羽カルタについてア

イデアやアドバイスがもらいたい。」という、２つ

の内容にまとまった。そこで、二手に分かれてそれ

ぞれに準備を進めることとなった。 

鳥羽カルタについてアイデアやアドバイスをもらう

ための準備をしているチームでは、「何もなしに鳥

羽カルタといっても伝わらないと思う。」「いくつ

か見本を作って持っていくといいんじゃないか 



                                      

  

 本レポートから、鳥羽小学校の４年生の先生方が、未来を担い、未来を創っていく子どもたち

に必要な資質・能力が育っていく場のデザインに挑戦し、子どもたちの伴走者として活動をコー

ディネートしていく様子がよく伝わってくるのではと思います。こうしたこれからの学びを創る

チャレンジが始まっているんですね。 

 

 

な。」「カルタだから、50音分の読み札を作って、

それにアドバイスをもらうとわかりやすいかもしれ

ない。」と、準備の内容を明確にして取り組み始め

た。最終的に本番までに作成した資料が図 11である

（図 11）。これをもとに、地域の方にアイデアやア

ドバイスをもらい、よりよいものを制作していける

ように活動に取り組んでいく予定である。 

 

４．今後の課題 

 本学習では、導入前に担任で対話し、「自分事と

して社会を創っていこう」という大きな総合的な学

習のテーマを設定していた。このテーマは子どもた

ちに示し担任としての思いを語ってきた。しかし、

子どもたちとの対話によって形成された「鳥羽地域

の魅力を伝えよう」というテーマこそ子どもにとっ

て意味のある言葉となっているのではないかと考え

ている。つまり、全員が発言して意見を述べるわけ

ではないにしても、対話の中で合意形成していくこ

との重要性に改めて気づかされたわけである。大人

の思いと子どもの思いをうまく融合しあいながら学

習を形作っていくことの大切さと難しさを実感して

いる。 

また、鈴木の提案するプロジェクト学習では「ポー

トフォリオ評価」を大切にして学習が進められてい

る。しかし、本学習では、レポートとして様々なフ

ェーズで書き残してきてはいるもののポートフォリ

オとして整理しきれていない点に課題が残る。今後

は自分の学びを言語化し、振り返っていけるワーク

づくりにもこだわりながら学習を続けていきたいと

考えている。 

 

参考・引用文献 

 鈴木（2012）『プロジェクト学習の基本と手

法』，教育出版株式会社，P189 

 佐伯胖（1975）『「学び」の構造』,東洋館出版

社,P220 

 今井むつみ（2003）『人が学ぶということ』,北

樹出版,P249 

 


